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　 本書は「整数論」「暗号理論」「符号理論」の三科目を統合的に
解説する教科書であり、特に暗号理論および符号理論の理解に不可

欠な整数論を網羅しています。

　整数論の章では、現代暗号の基礎となる数の集合論、群・環・体

といった代数的な概念から、割り算の原理、ユークリッドの互除

法、合同式、フェルマーの小定理、中国剰余定理といった基本定理

群を解説します。とくに、楕円曲線上の演算とガロア体（有限体）

の解説を丁寧に詳述。付録にあるプログラムでは、ガロア体を生成

できる原始多項式をすべてリストアップできます。

　暗号理論の章では、現代暗号の構築原理と、その安全性の根拠と

なる数学的な難問に焦点を当てています。公開鍵暗号の安全性レベ

ル、素因数分解問題や離散対数問題といった暗号の根幹をなす課題

を掘り下げ、鍵交換プロトコル、ディジタル署名、一方向性ハッシ

ュ関数、メッセージ認証符号（MAC）、ブロックチェーンと暗号通
貨といった主要技術を詳細に解説しています。

　符号理論の章では、情報伝送における誤り訂正技術について解説

を展開し、符号理論の基礎概念から、情報源符号化および通信路符

号化の基本定理、LZ77符号、線形符号、巡回符号、ハミング符
号、リード・ソロモン（RS）符号、BCH符号、畳み込み符号、タ
ーボ符号、LDPC符号、QRコードのメカニズムに至るまで、多岐
にわたる符号化技術を包括的に紹介しています。

　また本書ではPARI/GPおよびSageMathを用いた多数のプログラ
ミング例を提示しており、実際に計算プロセスを追体験すること

で、各アルゴリズムの動作原理や数学的性質に対する深い洞察を得

ることが可能となっています。実践的な応用力まで身につけること

ができる本格的な教科書です。

内容紹介

整数論・暗号理論・符号理論

全国の書店・ネット書店にてお求めい

ただけます。お取り扱い店は以下の

ウェブページをご覧ください。

https://www.kindaikagaku.co.jp/bo

ok_list/detail/9784764961159/

PARI/GPで計算しながら学ぶ
この1冊で暗号理論と符号理論の基礎から最先端まで学習できる！
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